
(57)【要約】

　【課題】圧縮機の圧縮要素の各摺動部へのオイル潤滑

の不良による信頼性の低下を防ぎ、信頼性を向上させた

圧縮機を提供するものである。

　【解決手段】オイル１１３が順次流れ込む複数のオイ

ル溜め槽１３０、１３６を圧縮要素１１２に形成し、オ

イル溜め槽１３０にオイルキャピラリー１５５を設ける

ことで、下流側に位置するオイル溜め槽１３０へ流入す

るオイルに含まれる金属紛が減少するので、オイルキャ

ピラリー１５５で金属紛が詰まることを防ぐことができ

るものである。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 圧 縮 要 素 と 、 前 記 圧 縮 要 素 を 駆 動 す る と と も に 前 記 圧 縮 要 素 の 上 方 に 配 設 さ れ た 電 動 要
素 と 、 冷 媒 ガ ス と オ イ ル を 封 入 す る と と も に 前 記 圧 縮 要 素 お よ び 前 記 電 動 要 素 を 収 容 す る
密 閉 容 器 を 備 え 、 前 記 圧 縮 要 素 は 圧 縮 室 を 有 す る ブ ロ ッ ク と 、 略 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ 下 端
に オ イ ル ポ ン プ を 備 え た シ ャ フ ト と 、 前 記 ブ ロ ッ ク の 上 面 に 配 設 さ れ 前 記 シ ャ フ ト を 軸 支
す る ベ ア リ ン グ と 、 前 記 圧 縮 室 に 連 通 す る マ フ ラ ー を 有 し 、 一 端 が 前 記 オ イ ル ポ ン プ に 連
通 し 、 他 端 が 前 記 ベ ア リ ン グ の 上 端 面 に 連 通 す る 給 油 経 路 を 前 記 シ ャ フ ト に 設 け る と と も
に 、 前 記 給 油 経 路 か ら 流 出 し た オ イ ル が 順 次 流 れ 込 む 複 数 の オ イ ル 溜 め 槽 を 前 記 圧 縮 要 素
に 形 成 し 、 前 記 オ イ ル 溜 め 槽 の う ち 下 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 に 一 端 が 開 口 し 、 他 端
が 前 記 マ フ ラ ー 内 に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー を 設 け た 密 閉 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ベ ア リ ン グ の ブ ロ ッ ク 近 傍 に 全 周 に 渡 っ て 環 状 の 溝 を 設 け 、 こ れ を 上 流 側 に 位 置 す る オ
イ ル 溜 め 槽 と し た 請 求 項 １ に 記 載 の 密 閉 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 オ イ ル 溜 め 槽 に 貯 留 さ れ た オ イ ル 中 に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 開 口 部 を 上 向 き に
形 成 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 密 閉 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】
　 少 な く と も ひ と つ の オ イ ル 溜 め 槽 内 に 永 久 磁 石 を 配 置 し た 請 求 項 １ に 記 載 の 密 閉 型 圧 縮
機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ベ ア リ ン グ は 複 数 の ボ ル ト で ブ ロ ッ ク に 螺 着 さ れ 、 少 な く と も ひ と つ の ボ ル ト を オ イ ル
溜 め 槽 内 に 配 設 す る と と も に 、 前 記 ボ ル ト を 永 久 磁 石 と し た 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の 密
閉 型 圧 縮 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 密 閉 型 圧 縮 機 （ 以 下 圧 縮 機 と い う ） の 信 頼 性 の 向 上 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 圧 縮 機 は 圧 縮 室 を 有 す る ブ ロ ッ ク の 上 面 部 に 設 け ら れ た オ イ ル 溜 め 槽 に
、 一 端 が オ イ ル 溜 め 槽 に 開 口 し 、 他 端 が 圧 縮 室 に 連 通 す る マ フ ラ ー 内 に 開 口 す る オ イ ル キ
ャ ピ ラ リ ー を 備 え た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 上 記 従 来 の 圧 縮 機 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ４ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 圧 縮 機 を 示 す 断 面 図 、 図 ５ は 、 特 許 文 献 １ に 記
載 さ れ た 従 来 の 圧 縮 機 を 示 す 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ 、 図 ５ に お い て 、 密 閉 容 器 １ は 、 鉄 板 の 絞 り 成 型 に よ っ て 形 成 さ れ た 上 容 器 ２ と 下
容 器 ３ か ら 形 成 さ れ て い る 。 密 閉 容 器 １ は 、 巻 き 線 ５ を 保 有 す る 固 定 子 ６ と 回 転 子 ８ か ら
な る 電 動 要 素 １ ０ と 、 電 動 要 素 １ ０ に よ っ て 駆 動 さ れ る 圧 縮 要 素 １ ２ を 収 容 し 、 底 部 に オ
イ ル １ ３ を 貯 留 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 圧 縮 要 素 １ ２ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 シ ャ フ ト １ ６ は 、 回 転 子 ８ を 圧 入 固 定 し た 主 軸 部 １ ８ お よ び 主 軸 部 １ ８ に 対 し て 偏 心 し
て 形 成 さ れ た 偏 心 部 ２ ０ を 有 し 、 偏 心 部 ２ ０ の 先 端 に オ イ ル ポ ン プ ２ ２ が 圧 入 固 定 さ れ 、
偏 心 部 ２ ０ か ら 主 軸 部 １ ８ に 渡 っ て 給 油 経 路 ２ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 ブ ロ ッ ク ２ ６ は 、 略 円 筒 形 の 圧 縮 室 ２ ８ を 形 成 し 、 主 軸 部 １ ８ を 軸 支 す る ベ ア リ ン グ ３
１ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ピ ス ト ン ３ ９ は 、 圧 縮 室 ２ ８ に 往 復 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ 、 偏 心 部 ２ ０ と の 間 を 連 結 手 段
４ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 圧 縮 室 ２ ８ の 開 口 端 面 を 封 止 す る バ ル ブ プ レ ー ト ４ １ は 吸 入 バ ル ブ ４ ２ の 開 閉 に よ り 圧
縮 室 ２ ８ と 連 通 す る 吸 入 孔 ４ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 高 圧 室 を 形 成 す る シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド ４ ４ は 、 バ ル ブ プ レ ー ト ４ １ を 介 し て 圧 縮 室 ２ ８ の
反 対 側 に 、 吸 入 孔 ４ ３ に 連 通 す る マ フ ラ ー ４ ６ と 共 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ブ ロ ッ ク ２ ６ は 、 圧 縮 室 ２ ８ 上 面 に オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ は 、 一 端 が オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ に 開 口 し 、 他 端 が マ フ ラ ー ４ ６ 内
に 開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 圧 縮 機 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 動 要 素 １ ０ に 電 気 が 供 給 さ れ る こ と で 回 転 子 ８ と と も に シ ャ フ ト １ ６ が 回 転 し 、 偏 芯
部 ２ ０ の 偏 芯 運 動 が 連 結 手 段 ４ ０ を 介 し て ピ ス ト ン ３ ９ に 伝 わ る こ と で ピ ス ト ン ３ ９ は 圧
縮 室 ２ ８ で 往 復 運 動 を 行 い 、 連 続 し て 冷 媒 を 圧 縮 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 オ イ ル ポ ン プ ２ ２ 下 端 か ら 給 油 経 路 ２ ３ へ 遠 心 力 に よ り 引 き 上 げ ら れ た オ イ ル １ ３ は 、
主 軸 部 １ ８ を 潤 滑 し た 後 、 ベ ア リ ン グ ３ １ の 上 端 部 か ら 流 出 し て ベ ア リ ン グ ３ １ 外 周 面 を
伝 わ り 流 れ 、 一 部 は オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ に 連 続 的 に 流 入 す る 。 オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ に 溜 ま っ た
オ イ ル １ ３ は マ フ ラ ー ４ ６ 内 と 密 閉 容 器 １ 内 と の 差 圧 に よ っ て オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ を
介 し て マ フ ラ ー ４ ６ 内 に 給 油 さ れ 、 マ フ ラ ー ４ ６ 内 を 流 れ る 冷 媒 ガ ス （ 図 示 せ ず ） と と も
に 、 霧 状 の オ イ ル １ ３ と な っ て 吸 入 孔 ４ ３ か ら 圧 縮 室 ２ ８ に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ は ほ ぼ 同 じ 高 さ に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ か ら オ イ ル を 吸 引
す る の で 揚 程 が 低 く 、 小 さ な 差 圧 で も 確 実 に マ フ ラ ー ４ ６ 内 に 給 油 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 結 果 、 吸 入 孔 ４ ３ と 吸 入 バ ル ブ ４ ２ 間 、 ピ ス ト ン ３ ９ と 圧 縮 室 ２ ８ 間 と の オ イ ル 潤
滑 が 良 好 に な り 、 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ３ ０ １ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 構 成 で は 、 圧 縮 機 の 運 転 に と も な っ て オ イ ル ポ ン プ ２ ２ か ら
密 閉 容 器 １ 内 に 微 量 に 残 っ て い る 金 属 紛 や 、 各 摺 動 部 よ り 発 生 し た 金 属 紛 が オ イ ル １ ３ 中
に 混 入 し オ イ ル 溜 め 槽 ３ ０ に 注 入 す る た め 、 金 属 紛 が 主 に オ イ ル 溜 め 部 ３ ０ の 底 部 付 近 に
滞 留 す る 。 滞 留 し た 金 属 紛 は オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ 先 端 部 か ら オ イ ル １ ３ と と も に 吸 入
さ れ る た め 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ 内 に 金 属 紛 が 詰 ま り 、 マ フ ラ ー ４ ６ 内 に オ イ ル １ ３
が 給 油 さ れ ず 、 各 摺 動 部 へ の オ イ ル 潤 滑 の 不 良 に な り 信 頼 性 の 低 下 と い う 課 題 を 有 し て い
た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー ５ ５ か ら 安 定 し た 給
油 を 行 い 、 信 頼 性 を 向 上 さ せ た 圧 縮 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 圧 縮 機 は 、 オ イ ル が 順 次 流 れ 込 む 複 数 の オ
イ ル 溜 め 槽 を 圧 縮 要 素 に 形 成 し 、 オ イ ル 溜 め 槽 の う ち 下 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 に 一
端 が 開 口 し 、 他 端 が 前 記 マ フ ラ ー 内 に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー を 設 け た も の で ， オ イ
ル 溜 め 槽 を 複 数 設 け る こ と に よ り 、 オ イ ル 中 に 含 ま れ る 金 属 紛 が 上 流 側 の オ イ ル 溜 め に 順
次 沈 殿 す る た め 、 下 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 へ 流 入 す る 金 属 紛 が 減 小 す る の で 、 オ イ
ル キ ャ ピ ラ リ ー か ら 吸 引 さ れ る 金 属 紛 の 量 が 減 り 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 詰 ま り を 防 ぐ と
い う 作 用 を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 圧 縮 機 は 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 詰 ま り を 防 ぐ こ と が で き る の で 、 信 頼 性 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 圧 縮 要 素 と 、 前 記 圧 縮 要 素 を 駆 動 す る と と も に 前 記 圧 縮 要 素
の 上 方 に 配 設 さ れ た 電 動 要 素 と 、 冷 媒 ガ ス と オ イ ル を 封 入 す る と と も に 前 記 圧 縮 要 素 お よ
び 前 記 電 動 要 素 を 収 容 す る 密 閉 容 器 を 備 え 、 前 記 圧 縮 要 素 は 圧 縮 室 を 有 す る ブ ロ ッ ク と 、
略 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ 下 端 に オ イ ル ポ ン プ を 備 え た シ ャ フ ト と 、 前 記 ブ ロ ッ ク の 上 面 に 配
設 さ れ 前 記 シ ャ フ ト を 軸 支 す る ベ ア リ ン グ と 、 前 記 圧 縮 室 に 連 通 す る マ フ ラ ー を 有 し 、 一
端 が 前 記 オ イ ル ポ ン プ に 連 通 し 、 他 端 が 前 記 ベ ア リ ン グ の 上 端 面 に 連 通 す る 給 油 経 路 を 前
記 シ ャ フ ト に 設 け る と と も に 、 前 記 給 油 経 路 か ら 流 出 し た オ イ ル が 順 次 流 れ 込 む 複 数 の オ
イ ル 溜 め 槽 を 前 記 圧 縮 要 素 に 形 成 し 、 前 記 オ イ ル 溜 め 槽 の う ち 下 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜
め 槽 に 一 端 が 開 口 し 、 他 端 が 前 記 マ フ ラ ー 内 に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー を 設 け た も の
で 、 オ イ ル 溜 め 槽 を 複 数 設 け る こ と に よ り 、 オ イ ル 中 に 含 ま れ る 金 属 紛 が 上 流 側 の オ イ ル
溜 め に 順 次 沈 殿 す る た め 、 下 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 へ 流 入 す る オ イ ル 中 に 含 ま れ る
金 属 紛 を 減 小 さ せ る こ と が で き 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー か ら 吸 引 さ れ る 金 属 紛 の 量 が 減 り 、
オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 詰 ま り を 防 ぐ こ と で 安 定 し た 給 油 が 得 ら れ 、 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て ベ ア リ ン グ の ブ ロ ッ ク 近 傍 に
全 周 に 渡 っ て 環 状 の 溝 を 設 け 、 こ れ を 上 流 側 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 と し た も の で 、 ベ ア
リ ン グ 上 端 か ら 流 出 す る ほ と ん ど の オ イ ル が ベ ア リ ン グ に 設 け た オ イ ル 溜 め 槽 を 通 過 す る
の で 、 よ り 確 実 に オ イ ル 中 に 含 ま れ る 金 属 紛 を ベ ア リ ン グ に 設 け た オ イ ル 溜 め 槽 で 沈 殿 さ
せ る こ と が で き 、 オ イ ル 中 の 金 属 紛 の 量 が 減 り 、 さ ら に 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て オ イ ル 溜 め 槽 に 貯 留 さ れ た オ
イ ル 中 に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 開 口 部 を 上 向 け に 形 成 し た も の で 、 オ イ ル 溜 め 槽
底 部 に 金 属 紛 が 滞 留 し て も オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 開 口 部 が 上 向 き に 形 成 さ れ て い る の で 、
金 属 紛 の 少 な い 上 層 の オ イ ル が オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー か ら 吸 引 さ れ る た め 、 さ ら に 信 頼 性 を
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 少 な く と も ひ と つ の オ イ ル 溜
め 槽 内 に 永 久 磁 石 か ら な る ト ラ ッ プ を 配 置 し た も の で 、 オ イ ル 溜 め 槽 に 流 れ 込 む オ イ ル に
含 ま れ る 金 属 紛 の 内 の 鉄 粉 を 永 久 磁 石 に よ っ て 吸 着 で き る た め 、 さ ら に オ イ ル キ ャ ピ ラ リ
ー か ら 吸 引 さ れ る 金 属 紛 の 量 が 減 り 、 信 頼 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ ま た は ４ に 記 載 の 発 明 に お い て ベ ア リ ン グ は 複 数 の
ボ ル ト で ブ ロ ッ ク に 螺 着 さ れ 、 少 な く と も ひ と つ の ボ ル ト を オ イ ル 溜 め 槽 内 に 配 設 す る と
と も に 、 前 記 ボ ル ト を 永 久 磁 石 と し た も の で 、 圧 縮 機 を 構 成 す る 部 品 点 数 を 増 や す こ と な
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く 、 オ イ ル 溜 め 槽 内 に 流 れ 込 む オ イ ル に 含 ま れ る 金 属 紛 の 内 の 鉄 粉 を 吸 着 で き る の で 、 さ
ら に コ ス ト を 抑 え る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 圧 縮 機 の 断 面 図 、 図 ２ は 、 同 実 施 の 形 態 に お け
る 圧 縮 機 の 要 部 斜 視 図 、 図 ３ は 、 同 実 施 の 形 態 に お け る 圧 縮 機 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ に お い て 、 密 閉 容 器 １ ０ １ は 、 鉄 板 の 絞 り 成 型 に よ っ て 形 成 さ れ た 上
容 器 １ ０ ２ と 下 容 器 １ ０ ３ か ら 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 密 閉 容 器 １ ０ １ は 、 巻 き 線 １ ０ ５ を 保 有 す る 固 定 子 １ ０ ６ と 回 転 子 １ ０ ８ か ら な る 電 動
要 素 １ １ ０ と 、 電 動 要 素 １ １ ０ に よ っ て 駆 動 さ れ る 圧 縮 要 素 １ １ ２ を 収 容 し 、 オ イ ル １ １
３ が 密 閉 容 器 １ ０ １ 底 部 に 貯 溜 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 圧 縮 要 素 １ １ ２ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ャ フ ト １ １ ６ は 、 回 転 子 １ ０ ８ を 圧 入 固 定 し た 主 軸 部 １ １ ８ お よ び 主 軸 部 １ １ ８ に 対
し て 偏 心 し て 形 成 さ れ た 偏 心 部 １ ２ ０ を 有 し 、 偏 心 部 １ ２ ０ の 先 端 に オ イ ル ポ ン プ １ ２ ２
が 圧 入 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 オ イ ル ポ ン プ １ ２ ２ が 圧 入 固 定 さ れ て い る 偏 心 部 １ ２ ０ の 先 端 部 か ら 主 軸 部 １ １ ８ 下 端
ま で 鉛 直 上 方 に 中 空 の 孔 １ ２ ４ が 設 け ら れ 、 主 軸 部 １ １ ８ 下 端 か ら 主 軸 部 １ １ ８ 上 端 ま で
は シ ャ フ ト １ １ ６ 表 面 に 沿 っ て ら せ ん 状 に オ イ ル 溝 １ ２ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 オ イ ル 溝 １
２ ５ は 主 軸 部 下 端 で 中 空 の 孔 １ ２ ４ と 連 通 す る こ と で 給 油 経 路 １ ２ ３ は 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ブ ロ ッ ク １ ２ ６ は 、 略 円 筒 形 の 圧 縮 室 １ ２ ８ を 形 成 し 、 主 軸 部 １ １ ８ を 軸 支 す る ベ ア リ
ン グ １ ３ １ を 備 え て い る 。 ま た 圧 縮 室 １ ２ ８ 上 面 に は オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ を 凹 設 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ピ ス ト ン １ ３ ９ は 、 圧 縮 室 １ ２ ８ に 往 復 摺 動 自 在 に 挿 入 さ れ 、 偏 心 部 １ ２ ０ と の 間 を 連
結 手 段 １ ４ ０ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 圧 縮 室 １ ２ ８ の 開 口 端 面 を 封 止 す る バ ル ブ プ レ ー ト １ ４ １ は 吸 入 バ ル ブ １ ４ ２ の 開 閉 に
よ り 圧 縮 室 １ ２ ８ と 連 通 す る 吸 入 孔 １ ４ ３ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 高 圧 室 を 形 成 す る シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド １ ４ ４ は 、 バ ル ブ プ レ ー ト １ ４ １ を 介 し て 圧 縮 室 １
２ ８ の 反 対 側 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 合 成 樹 脂 で 形 成 さ れ て い る マ フ ラ ー １ ４ ６ は 消 音 空 間 １ ４ ８ を 形 成 す る と と も に 、 一 端
が 吸 入 孔 １ ４ ３ に 連 通 し 、 他 端 が 消 音 空 間 １ ４ ８ に 連 通 す る 連 通 管 １ ５ ０ と 、 消 音 空 間 １
４ ８ と 連 通 す る 吸 入 口 １ ５ ２ を 備 え て お り 、 バ ル ブ プ レ ー ト １ ４ １ と シ リ ン ダ ー ヘ ッ ド １
４ ４ の 間 に 挟 持 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ベ ア リ ン グ １ ３ １ は ア ル ミ ダ イ キ ャ ス ト や 鋳 物 等 の 摺 動 性 の 良 い 材 料 で 形 成 さ れ 、 ブ ロ
ッ ク １ ２ ６ に 螺 着 固 定 す る た め の 複 数 の ボ ル ト 孔 １ ３ ２ を 穿 設 し た フ ラ ン ジ 部 １ ３ ３ と 、
シ ャ フ ト の 主 軸 部 を 軸 支 す る 軸 受 部 １ ３ ４ か ら な る 。 そ し て 軸 受 部 １ ３ ４ の 上 端 面 に は 給
油 経 路 １ ２ ３ の 上 端 か ら の オ イ ル １ １ ３ が 流 出 す る 切 欠 き １ ３ ５ が 形 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 ベ ア リ ン グ １ ３ １ の ブ ロ ッ ク １ ２ ６ 近 傍 に 位 置 す る フ ラ ン ジ 部 １ ３ ３ に は 、 全 周 に 渡 っ
て 環 状 の 溝 か ら な る 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ が 複 数 の ボ ル ト 孔 １ ３ ２ に さ し か か る よ う に
形 成 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ 部 １ ３ ３ の 外 周 近 傍 に は 、 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ と 連 通 す る
オ イ ル 通 路 １ ３ ７ を オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ 側 に 設 け て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て ベ ア リ ン グ １ ３ １ は 永 久 磁 石 か ら な る ボ ル ト １ ３ ８ に よ っ て ブ ロ ッ ク １ ２ ６ に 螺
着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ は 、 一 端 が オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ に 開 口 し 、 他 端 が マ フ ラ ー １
４ ６ 内 に 開 口 す る よ う に 配 置 さ れ 、 マ フ ラ ー １ ４ ６ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 オ イ ル 溜 め 漕 １ ３ ０ に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ の 開 口 部 は 重 力 方 向 に 対 し 上
向 き に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 圧 縮 機 に つ い て 、 以 下 そ の 動 作 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 電 動 要 素 １ １ ０ に 電 気 が 供 給 さ れ る こ と で シ ャ フ ト １ １ ６ が 回 転 し 、 偏 芯 部 １ ２ ０ の 回
転 運 動 で 連 結 手 段 １ ４ ０ を 介 し て ピ ス ト ン １ ３ ９ が 圧 縮 室 １ ２ ８ で 往 復 運 動 を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 下 容 器 １ ０ ３ の 底 部 の オ イ ル １ １ ３ は 、 オ イ ル ポ ン プ １ ２ ２ 下 端 か ら 偏 心 部 １ ２ ０ 内 の
中 空 の 孔 １ ２ ４ を 通 り 主 軸 部 １ １ ８ 下 端 ま で 遠 心 力 に よ り 引 き 上 げ ら れ る 。 主 軸 部 １ １ ８
下 端 で シ ャ フ ト １ １ ６ 表 面 に 出 た オ イ ル １ １ ３ は 、 シ ャ フ ト １ １ ６ の 回 転 に よ り 主 軸 部 １
１ ８ 下 端 か ら 上 端 ま で は オ イ ル 溝 １ ２ ５ に 沿 っ て オ イ ル １ １ ３ は 上 昇 し 、 主 軸 部 １ １ ８ を
潤 滑 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 主 軸 部 １ １ ８ 上 端 ま で 上 昇 し た オ イ ル １ １ ３ は ベ ア リ ン グ １ ３ １ の 切 欠 き １ ３ ５ か ら 流
出 し て 軸 受 部 １ ３ ４ の 外 周 面 を 伝 わ り 流 れ 、 フ ラ ン ジ 部 １ ３ ３ に 全 周 に 渡 っ て 設 け ら れ た
環 状 の 溝 か ら な る 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ に 溜 ま る 。 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ は フ ラ ン ジ
部 １ ３ ３ に 全 周 に 渡 っ て 設 け ら れ て い る た め 、 切 欠 き １ ３ ５ か ら 流 出 し た ほ と ん ど の オ イ
ル １ １ ３ は 一 旦 こ の 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６ に 流 入 し た オ イ ル １ １ ３ に 含 ま れ る 金 属 粉 は こ こ で 上 流 オ イ ル
溜 め 槽 １ ３ ６ 底 部 に 沈 殿 す る と と も に 、 金 属 紛 に 含 ま れ る 鉄 粉 は 上 流 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ６
に 位 置 す る 永 久 磁 石 か ら な る ボ ル ト １ ３ ８ に よ っ て 吸 着 さ れ る の で 、 極 め て 金 属 紛 の 含 有
量 の 少 な い オ イ ル １ １ ３ が オ イ ル 通 路 １ ３ ７ を 通 っ て 、 ブ ロ ッ ク １ ２ ６ に 設 け た オ イ ル 溜
め 槽 １ ３ ０ に 流 入 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ し て オ イ ル １ １ ３ に 僅 か に 含 有 さ れ た 金 属 紛 は さ ら に こ の 下 流 に 位 置 す る オ イ ル 溜 め
槽 １ ３ ０ の 中 で 底 部 に 沈 殿 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ の オ イ ル １ １ ３ は 、 マ フ ラ ー １ ４ ６ 内 の 管 摩 擦 に よ る 圧 力 損 失 と 、
流 れ に よ る 動 圧 降 下 に よ っ て 生 じ る マ フ ラ ー １ ４ ６ 内 と 密 閉 容 器 １ ０ １ 内 と の 差 圧 に よ り
開 口 部 が 上 向 き に 形 成 さ れ た オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ を 介 し て マ フ ラ ー １ ４ ６ 内 に 給 油
さ れ 、 マ フ ラ ー １ ４ ６ を 流 れ る 冷 媒 （ 図 示 せ ず ） と と も に ガ ス 霧 状 の オ イ ル １ １ ３ と な っ
て 、 吸 入 バ ル ブ １ ４ ２ の 開 閉 に よ り 吸 入 孔 １ ４ ３ か ら 圧 縮 室 １ ２ ８ に 吸 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ は ほ ぼ 同 じ 高 さ に 位 置 す る オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ か ら オ イ ル を
吸 引 す る の で 揚 程 が 低 く 、 小 さ な 差 圧 で も 確 実 に マ フ ラ ー １ ４ ６ 内 に 給 油 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 こ こ で オ イ ル 溜 め 漕 １ ３ ０ に 開 口 す る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ の 開 口 部 は 重 力 方 向 に
対 し 上 向 き に 形 成 さ れ て い る の で 、 底 部 に 沈 殿 し た 金 属 紛 を 吸 引 力 で 巻 き 上 げ て 吸 引 す る
こ と が 防 げ 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ か ら は ほ と ん ど 金 属 紛 を 含 ま な い オ イ ル １ １ ３ が
マ フ ラ ー １ ４ ６ 内 に 給 油 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 そ の 結 果 、 金 属 粉 等 の 流 入 に よ る オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー １ ５ ５ の 詰 ま り を 防 ぎ 、 安 定 し た
給 油 に よ っ て 、 吸 入 孔 １ ４ ３ と 吸 入 バ ル ブ １ ４ ２ 及 び バ ル ブ プ レ ー ト １ ４ １ と の シ ー ル 性
を 良 好 に し 、 ピ ス ト ン １ ３ ９ と 圧 縮 室 １ ２ ８ と の 潤 滑 、 摺 動 を 良 好 に し て 、 効 率 、 信 頼 性
を 向 上 さ せ 、 更 に 各 部 品 が 衝 突 す る 際 に 発 生 す る 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 圧 縮 室 １ ２ ８ 上 面 に オ イ ル 溜 め 槽 １ ３ ０ を ひ と つ 設 け た
も の を 例 示 し た が 、 こ れ が 複 数 あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 ボ ル ト １ ３ ８ を 永 久 磁 石 に し た が 、 別 途 形 成 し た 永 久 磁
石 が オ イ ル 溜 め 漕 内 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 圧 縮 機 は 、 金 属 紛 等 の ゴ ミ を 沈 殿 さ せ る た め 複 数 の オ イ
ル 溜 め 槽 を 設 け た も の で ， オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー の 詰 ま り を 防 ぎ 、 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー か ら
安 定 し た 給 油 を 行 う こ と が で き 効 率 、 信 頼 性 を 向 上 す る こ と が で き る の で 自 販 機 、 冷 凍 シ
ョ ー ケ ー ス 、 除 湿 機 な ど の 用 途 に も 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 圧 縮 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 圧 縮 機 の 要 部 斜 視 図
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に お け る 圧 縮 機 の 要 部 拡 大 図
【 図 ４ 】 従 来 の 圧 縮 機 の 断 面 図
【 図 ５ 】 従 来 の 圧 縮 機 の 要 部 拡 大 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 １ ０ １ 　 密 閉 容 器
　 １ １ ０ 　 電 動 要 素
　 １ １ ２ 　 圧 縮 要 素
　 １ １ ３ 　 オ イ ル
　 １ １ ６ 　 シ ャ フ ト
　 １ ２ ２ 　 オ イ ル ポ ン プ
　 １ ２ ３ 　 給 油 経 路
　 １ ２ ６ 　 ブ ロ ッ ク
　 １ ２ ８ 　 圧 縮 室
　 １ ３ ０ 　 オ イ ル 溜 め 漕
　 １ ３ １ 　 ベ ア リ ン グ
　 １ ３ ６ 　 上 流 オ イ ル 溜 め 槽
　 １ ３ ８ 　 ボ ル ト
　 １ ３ ９ 　 ピ ス ト ン
　 １ ４ ０ 　 連 結 手 段
　 １ ４ ６ 　 マ フ ラ ー
　 １ ５ ５ 　 オ イ ル キ ャ ピ ラ リ ー
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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